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 「災害が起きた時に、逃げ遅れる小坂区の住民を無くしたい。」という小坂区長の想いを受け、小坂区
と一緒に災害時住民支え合いマップづくりの取り組みが始まりました。
　毎年のように起こる地震や豪雨などの自然災害。いつ起こるか分からない災害だからこそ、隣近所な
ど日頃から、地域の中での支え合い・助け合いの『共助』が必要となります。
　災害時住民支え合いマップは、災害時に支援が必要な方と、支援ができる人をマップへ落とし込んで
おくことで、安否確認や避難をスムーズに行うことができ『逃げ遅れ』を防ぐことができます。
　令和２年11月より地区の皆さんとマップ
の活用方法などについて話し合い、調査票
兼同意書を配って支援してほしい人、支援
できる人を調査するなどの取組みを行なっ
ています。
　今後は、他の区でも災害時住民支え合い
マップづくりを行い、山形村全体で一人の
逃げ遅れも出さない地域づくりを進めてい
きたいと考えています。

「地域の中での助け合い・支え合い」
 　　　　　　　　　　～災害時住民支え合いマップ～

各班の連絡長さんへ支え合いマップについて説明している様子
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大好評！川柳結果発表
我が事、丸ごと「地域共生社会」
　　　　～村内の農福連携活動の紹介～
こんにちは！山形村ボランティアセンターです★
山形村社会福祉協議会　最近の取り組み！　～介護保険事業～
　　　　　　　　　　　　／建部の里廃止のお知らせ
日常生活自立支援事業をご紹介します！
特別会費納入結果／義援金送金結果／寄附等の紹介
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　地域共生社会とは、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域
住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ご
と』繋がることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会です。
　共生社会の実現を目指した活動は様々なものがあります。今回はその中でも「農福連携」に焦点を当
て、村内の活動を紹介します。

農福連携（農業と福祉の連携した取り組み）とは…
　働きたい障害者と人手を求める農家を結ぶ事業です。農業と福祉の分野が手を取り合うことで、農家に
とっては担い手の確保や生産性の向上、障害のある方には、就労の機会や収入の確
保につながる取り組みです。
　この取り組みは、障害のある方に新たな活躍の場を届ける一方、農家も作業工程
や環境を見直し、営農改善のきっかけにもなり、誰もが心地よく働ける環境づくり
ができます。

　大池ワインでは、健康的で自然なおいしさのぶどうを育てたいと考え、
山形村内の自社ぶどう畑で大切にぶどうを育てています。
　就労継続支援Ａ型事業所「ハッピーライフ合同会社」の利用者さんに
手伝っていただきながら、農福連携でおいしいワインづくりに取り組ん
でいます。

こんな時だからこそ
川柳でつながろう！！

【農福連携を行うきっかけ】
以前から、障害者の方の働く場になるようにと活
動をしていました。長野県から農福連携の話があ
り、ハッピーライフ合同会社の利用者さんに手伝
ってもらうことになったのがきっかけです。

【どんな仕事を行なっているか】
ぶどうの剪定後の枝の回収、瓶詰、ぶどうのつる
の誘引作業、ぶどうの収穫をしてもらっていま
す。去年からは、手貼りでのラベル貼りに取り組
んでもらっています。

【お互いが働きやすい環境づくりへの工夫】
雇用側、利用者さん、利用者さんに同行している
指導者さんとのバランスが大切です。例えば、仕
事を始める前に、全体で密な打ち合わせを行なっ
ています。1日の仕事量や、その日の終了時間を
事前に伝えておくなど、仕事の見通しを立ててお
くことで、お互いスムーズに仕事を行うことがで
きています。

【今後、農福連携をはじめようと考えて
　　　　　　　　いる方へのアドバイス】
利用者さんの特性や性格をよく理解している指導
者さんに意見を聞くことや、実際に関わる中で、
相手を知ろうとする姿勢を持つことが大切です。
そのような受け入れ側の考えが、働きやすい環境
づくりにつながっていきます。
障害者の方が「自分の長所を見つけられる場所」
「今後の社会参加の場所になるように」といった
考え方を持つことも大切です。

我が事、丸ごと「地域共生社会」
～村内の農福連携活動の紹介～
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代表取締役　藤沢 啓太さん
醸造・栽培・販売担当　小林 和俊さん

有限会社むかいや
たいけ

大池ワイン
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　この広報まほろばでもよく登場する『山形村ボランティアセンター』
　「ボランティアセンターって名前はよく聞くけど、どんなことをしてるの？」「どんな活動があるの？」
等々…。今回は山形村ボランティアセンターの活動についてご紹介します！
　ボランティアセンターは、「ボランティアをしてみたいな」という方と「ボランティアさんの協力が欲し
い」という方をつなぐお手伝いや、「ボランティア活動をしているけど、相談したいことがある」という方や
団体への情報提供も行なっています。また、住民の皆さんがボランティア活動に関する理解や関心を深めるた
めの、ボランティア講座等を開催しています！
　興味のある方は、ぜひ！ボランティアセンターへお問い合わせください！！

ボランティア交流会
村内のボランティア団体や個人が
集まり、日々の活動を発表し、
親睦を深めます。
バラエティに富んだ展示や発表を
見ることができます。

備品貸し出し事業
車いす・レクリエーション用具・会
議備品等の貸出を行なっています。
詳しい内容については、別パンフレ
ットがございますので、社協までお
越しください。

こんにちは！山形村ボランティアセンターです★

☆山形村ボランティアセンターの取り組み☆

　　～たのみま処でお手伝いできること～
ゴミ出し、家具の移動、草取り、買い物代行、
お話し相手　など（30分　150円）
雪かき（30分以内　300円）

　　　　　有償在宅福祉サービス『たのみま処』
　「普段のちょっとしたこと」でお困りの方はいらっしゃいませんか？
また、誰かのために自分の力を発揮したい方はいませんか？
地域の協力会員がゴミ出しや草取りをお手伝いします。
少しの支え合い・助け合いが、山形村で暮らし続けられる方を
増やします。

ボランティア養成講座
ボランティア活動に関する様々な
講座を企画し、開催しています。
どなたでも参加できます！

庭の草がのびて
　　　困るわ…

冬の雪かきが
大変なのよね

助かったわ
ありがとう

ボランティア
したい！

相談
ボランティアセンター

紹介・調整 紹介・登録・
情報提供・講座

相談

協力会員（ちょっとした
お手伝いをしてくださる方）

募集中！！

社会福祉法人　山形村社会福祉協議会
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災害ボランティアセンター
立ち上げ訓練

災害が起きた場合、村内外のボランテ
ィアの受け入れを行うために、社会福
祉協議会が災害ボランティアセンター
を開設します。有事の時のために訓練
を行い、いざという時に備えています。

災害ボランティアセンター
備品整備

災害ボランティアセンターに必要な
発電機やバルーン照明器等の備品を、
共同募金を活用して整備しています。

収集ボランティア活動
・はがき・古切手
・入れ歯・一円玉
・鉛筆、ボールペン
・ペットボトルキャップ

その他
ボランティア保険の加入受付
ボランティア登録　など

　　よりましょ家inすばる
地域住民や飲食店の方の「コロナ禍だからこそ、地域の人のために何かしたい！」
という想いから、子どもから高齢者まで誰でも気軽に立ち寄れる、拠り所になる
居場所づくりを月に1回開催しています。
世代を超えて楽しめるような体験講座などを行なっており、どなたでも参加でき
ます！！（社協会費を財源として実施しています）

や

　　フードバンク事業
村内や周辺地域にお住いで経済的にお困りの方へ、
食糧支援を行なっています。
食料品の寄付を皆さんから募集しています。

◇令和３年度フードバンク実績◇
令和４年２月末現在

☆皆さん、ご協力ありがとうございました☆

○協力者からの寄付回数　97回
○支援者への提供回数　　87回
○実協力者数　　　　　　53名
　　　　　　　　　　　　11団体
○実提供世帯数　　　　　村内30世帯
　　　　　　　　　　　　村外 5世帯

地域の皆さんからいただいたまだまだ使える子供用品！
欲しいなという方は、下記お問い合わせ先までご連絡ください。

お問い合わせ先
山形村ボランティアセンター（山形村社会福祉協議会）
電話：97-2102　　平日８時30分～17時30分

乳幼児のリサイクル用品を
募集しています！

ストライダー 三輪車

山形村ボランティアセンターからのお知らせ

チャイルドシート
（グレー　１台）

チャイルドシート
（黒　１台）

ランドセル
（女の子用　ピンク　１個）

もったいないから
ありがとうへ
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社協広報 第95号社会福祉法人　山形村社会福祉協議会

指定地域密着型通所介護事業所　建部の里の事業廃止のお知らせ
　平成18年度より認知症対応型通所介護事業所としてスタートしました、コミュニティハウス建部の里は、令
和４年３月末日をもちまして事業を廃止することとなりました。
　利用者の皆さんはもちろん、地域の拠点としてボランティアの皆さんや子どもひろばに参加してくださった
方など、住民の皆さんにご愛顧いただき、誠にありがとうございました。
　今後につきましては現在検討中です。決まりましたら広報まほろばや、社会福祉協議会のホームページにて
ご報告させていただきます。

山形村社会福祉協議会

最近の取り組み！　～介護保険事業～
山形村社会福祉協議会

最近の取り組み！　～介護保険事業～最近の取り組み！　～介護保険事業～

デイサービスいちいの湯
季節を感じリラックスして入浴！
柚子を浮かべた《柚子湯》リンゴを
浮かべた《リンゴの湯》ヒノキを浮
かべた《檜の湯》など、季節に合わ
せたお風呂を楽しんでいただいて

います。

１月には繭玉作りをしました。
皆さん慣れた手つきで丸めて形を作って

おられました。「昔は毎年やってたよ」という
声も聞かれ、今回は室内の飾り用のみ
でしたが、季節感も感じていただけ
たのではないかと思います。

　デイサービスセンターいちいの里
　新型コロナウイルスで活動が制限される中、感染対策を徹底しながら皆さんに楽しんでいただける取り組み
を行なっています。利用者の皆さんが笑顔で過ごしていただけるよう、リラックスして楽しめるお風呂や季節
を感じられる行事食など、様々な企画を考えています。

　小規模多機能型居宅介護事業所すばる
　「小規模多機能型居宅介護事業所すばる」は、「通い」「訪問」「泊まり」のサービスを組み合わせて、利用者
さんの状態に合わせ、臨機応変に対応することができます。
　新型コロナウイルスで外出できない代わりに、利用者の皆さんに少しでも楽しんで過ごしていただこうと、
職員も様々なことを考え毎月ひとつ、イベントを行なっています。

本格的なお寿司！！

子どもの学費が
足りない…

認知症になった時の
金銭管理が心配。

仕事が減って生活費が
足りない…
光熱水費や税金が払えない…

　社会福祉協議会では、地域住民の皆さんの様々な困りごとを
解決するために、セミナーの開催や個別相談を受付けております。
　ちょっとした心配事でもかまいません。
　お気軽にお問い合わせ先までご連絡ください！！

ウチの子、ひきこもり
がちで…
障害があるのかも…

介護や障害のサービスって
どんなことが使えるの？

相続や遺言のことについて
知りたい。

～住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らすために～

日々の暮らしの中で、こんなことに困っていませんか？

お問い合わせ先
山形村社会福祉協議会　総合相談・権利擁護係　電話：0263-97-2102　担当：鈴木・西澤

？

？

？

近所の高齢の方の認知症が進み、通帳や
印鑑を頻繁に失くしてしまっている…見
知らぬ人も出入りしていて詐欺にあわな
いか心配…

日常生活自立支援事業をご紹介します！日常生活自立支援事業をご紹介します！
○こんな心配ごと・困りごとありませんか？

⇒安心して地域で暮らしていくため、日常生活自立支援事業を利用してみてはいかがでしょうか。
　まずは、上記お問い合わせ先までご連絡ください！

　◆対象となる方
　認知症の高齢者、知的障害者、精神障害者などで判断能力が十分でないために、日常生活
での福祉サービスの利用や、金銭管理などが難しい方が対象となります。

　◆サービス内容

　◆利用料金
　　○訪問等による援助：一時間あたり1,000円　　○交通費：１㎞あたり20円

役場から郵便物がくるけど、どんな手続
きをしていいかわからない…

〇福祉サービスの利用援助
　様々な福祉サービスの利用に関
する情報提供や、利用する際の申
し込み手続き等を行います。

〇書類等預かりサービス
　預金通帳、年金証書、契約書類、
保険証書、実印、
銀行印等をお預か
りします。

〇金銭管理サービス
　年金等を受け取るために必要な手
続きや、税金・公共料金・
医療費等のお支払いのお手
伝いをします。

光熱水費を払い忘れて、止められてしま
うことがある…
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○宮地完行

○匿名希望　６名

○日　用　品　　山形村商工会女性部、
　　　　　　　　山形村民生委員児童委員協議会、
　　　　　　　　村上隆文、中村よしみ、匿名希望１名
○介 護 用 品　　小林寿恵、三原保子、望月茂、
　　　　　　　　籏町一彦、匿名希望４名
○衣　料　品　　上條浩水
○手　芸　品　　上條よ志美、川上雅昭、匿名希望１名
○吊 る し 雛　　匿名希望１名

合計
　412,213円

令和３年度　社協への寄附金等一覧令和３年度　社協への寄附金等一覧令和３年度　社協への寄附金等一覧
寄 附 金 物 品

令和３年度災害義援金送金結果令和３年度災害義援金送金結果令和３年度災害義援金送金結果
50,756円
30,000円

８０，７５６円

令和３年８月豪雨災害
令和３年長野県茅野市土石流災害

　　合　計

令和４年２月21日現在

日本赤十字社長野県支部を通じて、
それぞれの被災地へ送金させていただきました。

ウクライナ人道危機救援金
アフガニスタン人道危機救援金
トンガ大洋州噴火津波救援金
平成30年７月豪雨災害義援金
令和２年７月豪雨災害義援金

○以下の災害義援金も随時、受け付けております。

令和３年度／山形村社会福祉協議会特別会費納入結果
　社協会費の納入にあたりましては、皆さまより温かいご協力をいただき、誠にありがとうございま
した。心よりお礼申し上げます。（令和４年３月13日現在）
●山形村社会福祉協議会／特別会員会費（１口／10,000円）
本年度納入口数／（44口）

４口　　ＪＡ松本ハイランド山形支所
３口　　横山医院　　　　　　㈱小林創建　　　　　　　㈱オーイケ　　　　サンリン㈱
２口　　森井自動車㈱　　　　みやざわ設備㈲　　　　　㈱ヤマジン
１口

（敬称略）

㈱WILL 小林自動車
㈲花岡電子
㈲佐和工業
㈱美野里
㈲タカヤマ住設
㈲親和住宅
山形村商工会

㈱丸八種苗園
㈱丸五山形食品
㈲山辺鉄工
㈱川上建設
山形協立診療所
宮原医院
平沢土建㈱
㈲竹田の里

松本信用金庫波田支店山形出張所
㈱フロンティア長野営業所
㈱籠田工務店
美容室びーと
タカサワ通商㈱
山形整形外科クリニック
㈱井上アイシティ21店


